
1 応募 鈴木良剛 男 54 行政書士
令和２年８月２日～
春日井市農業委員会　農地
利用最適化推進委員

水稲
露地野菜

34a

・１５年ほど継続して行政書士として、春日井市を始め、愛知県内各所
において、農地法及び農振法に関する手続きに携わってきた。

・農地は、農業生産上、市民・国民の限られた貴重な資源であり、農
地維持・転用活用との関係性の中で、それと生命との間の調和を考慮
した効率的利用に供される必要があり、土地資源たる「農地」が将来
の市民・国民を豊かにする資源という視座から、様々な土地関係法に
関わる法廷手続を精力的に行ってきた。

・土地関連法に精通しており、農地と都市のバランスを考えながら、農
地法を始め、都市計画法等の土地利用法的知見に基づいて、農業委
員会業務に貢献できると考えている。

・農地の地用集積、最適化推進や農地法に基づく農地の適正利用の
推進について多大な興味があり、法令等の知識を活用できる地域住
民として農地利用最適化推進委員に応募した。

無

2
団体
推薦

関戸嘉智 男 70 農業

令和３年度
牛山町新田西町内会　会長
令和５年８月５日～
尾張中央農業協同組合　総
代
令和６年２月１日～
春日井市民生委員

水稲 35a

・農業後継者不足の問題や農作業従事者の超高齢化という状況の
中、担当地区の周りでは土地区画整理事業による都市化が進展して
おり、限られた農地の有り様や有効活用について考察したいと考えて
います。
・市街化調整区域内で圃場整備等の土地改良事業がされていない狭
隘で小規模な農地での耕作放棄地が年々増加している状況に対し適
切な管理と効率的な活用方策が必要と考えています。

関戸　清博

尾張中央農業
協同組合　田
楽支店　新田
西実行組合

ＪＡへの積極的な
参加と連帯で、農
業生産力の増進
と農業者の経済
的・社会的地位の
向上

関戸　清博 477

尾張中央農
業組合田楽
支店管内の
実行組合に
所属している
組合員

・これまでの職歴や農業経験等から地域の信任
を得ている。
・農作業の効率化に関心があり、日頃から農業水
利の管理監督に務めるとともに地域の農業従事
者と情報交換を行い、精力的に活動している。
・地域農業や農家情報に精通しており、担い手へ
の農地集積や耕作放棄地の未然防止や解消
等、農業委員会業務に貢献ができると考える。

無

3 応募 田島　司 男 31 農業
令和３年３月８日～
認定新規就農者

露地野菜 52a

認定新規就農者を経て、認定農業者となる見込み。これからさらに規
模拡大を見据えている。
その中で、地域の耕作放棄地などをきちんと管理していく必要がある
と考えている。
今後新たな担い手を増やしていくためにも農地利用の最適化は重要
である。
そのために農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委員会
業務に貢献していきたいと考えています。

無

4
個人
推薦

神戸　譲 男 73 農業

平成18年
ＪＡ尾張中央　正組合員・実
行組合員
平成20年・平成28年～
ＪＡ尾張中央　実行組合長
大留下　下垂
平成28年～
ＪＡ尾張中央　総代
令和５年～
ＪＡ尾張中央　大総代
令和６年～
JＡ尾張中央　ふれあい委員
長

水稲
露地野菜
果樹

23a
行政経験と農業土木技師者及び農業経験を活かし、法令厳守し適正
に職務遂行する。

稲垣　栄一 男 80 農業

経歴を見ても分かる様に農業者の気持ちを知り
行動される方と思っています。
尚、令和８年度から下大留町の区長をされる方で
す。

5
個人
推薦

加藤芳彦 男 62 自営業

平成24年度・平成28年度
細野町実行組合長
令和２年～令和５年
尾張中央農協総代
令和５年８月２日～
春日井市農業委員会　農地
利用最適化推進委員

水稲
露地野菜
果樹

50a

当地区は、後継者不足、生産者の高齢化により、耕作放棄地が増え
続けており農業を続けて行くには厳しい環境にあります。
こうした現状を少しでも改善するために農地の調査、土地の有効活用
に尽力し、元気な農業を推進していけるように努めてゆきたいと思い
ます。

冨田　俊久 男 75 農業

地域農業に対する関心も高く、精通しており、現
在、近隣の休耕田を再生し、遊休農地を解消す
るために積極的に取り組まれております。
これまでの活動により地域の信任を得ており、担
い手として期待されております。
よって、農業委員会業務に貢献できると考え、推
薦いたします。

無

6 応募 藤井謙次 男 47 自営業

平成27年４月～
春日井商工会議所　青年部
所属

建設業で培ってきた、地域の関わり、現場の経験を活かし、農地利用
最適化推進委員として、これからの農業、農地のあり方に向き合い、
農地の適正利用、地域農業に貢献していきます。

無

7 応募 稲垣憲雄 男 70 農業

平成25年～
神屋農業用水利組合長、実
行組合班長
令和２年８月２日
～令和５年８月１日
春日井市農業委員会　農業
委員

水稲
露地野菜

273a

私は春日井市農地利用最適化推進委員に推薦申込するにあたり次
のことを考えております。農地集積化、耕作放棄地の未然防止が言わ
れておりますが、農業経営の利益が低いことが大きな原因になってお
ります。担い手がないのはこれが一番に作用しております。若い人た
ちに農業をやらせるにはこれを改善しなければならないと考えており
ます。また、私の住んでいる地域には農地に配送センターなどが進出
しておりますので環境についてしっかり監視する必要があると考えて
おります。

無

8 応募 落合都雄 男 76 農業
平成21年10月2日～
農業

水稲
露地野菜

70a 耕作放棄地の解消に貢献できると考える。 無

備
考

　１　この公表は、農業委員会等に関する法律第19条第2項及び同法施行規則第12条の規定によるものです。

　２　候補者の経歴等は、農業委員会事務局（春日井市役所3階農政課内）の窓口で閲覧することができます。
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